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　はじめに

鹿児島県の湖沼，河川敷に群生するヤナギ類

はジャナギ Salix eriocarpa Fr. et Sav.とされてきた

が（初島，1978），初島（2004）は近縁種のオオ

タチヤナギ S. pierotii Miq.を追加している．しか

し標本は発表していない．オオタチヤナギとジャ

ヤナギの 2種の取り扱いについて，北村・村田

（1979）は同種とし，木村（1989）は別種とし，ジャ

ヤナギは雄株がみつからないこと，側脈は平行し

て乱れないこと，枝端の若葉はほとんど無毛に近

いこと，背腹両腺体が側方でしばしば合着するこ

となどで区別できるとしている．最近の取り扱い

は別種が多い（長谷川，1988；初島，2004；南谷，

2004）．福岡県 ･宮崎県の記録はオオタチヤナギ

を普通，ジャヤナギは稀としている（益村，

2000；南谷，2004）．筆者は最近鹿児島県下のい

くつかの場所でオオタチヤナギを確認したので報

告する．

　調査地および材料と方法

南さつま市万世佐方の生育地は，谷間に入り

江状に田が広がりイネ作が行われていた．この付

近で休耕田が見られるようになり，休耕田は年々

広がってきた．この一角で，2001年 10月 29日

ホシクサ類の観察を行い，ホシクサ，クロホシク

サ，ヒロハホシクサ，ミズネコノオを確認した．

同場所を 2008年 3月 22日に訪れてみるとヤナギ

類の群生地にかわり，雄株，雌株ともに開花して

いた．2008年 8月 13日に近くの谷間を調べてみ

るとヤナギ類の群生地があちらこちらにみられ

た．この調査地で 5枚の標本を採集した [K. 

Maruno，南さつま市万世佐方，Mar. 22, 2008, s.n. 

(×3枚 ); K. Maruno，南さつま市万世佐方，Aug. 

23, 2008, s.n. (×2枚 )]．

祁答院町藺牟田池の北西部には，ヤナギ類の

群生地がある．しかし，原口（1971），水野（1981），

大野（1984）らは，同所からヤナギ類を報告して

いない．

2008年 4月 30日に訪れてみると雌株はみられ

たが，雄株は見出すことはできなかった．種子か

ら発芽した小苗を探したがみつからなかったが，

落下した小枝から発根した小苗が稀にみられた．

本調査で 3枚の標本を採集した [K. Maruno，祁答

院 町 藺 牟 田 池，Apr. 30, 2008, s.n. (×2 枚 ); K. 

Maruno，祁答院町藺牟田池，July 12, 2008, s.n.]．

雌花序は，実体顕微鏡を使って分解し，小花

を取り出し，苞，雌しべ，，腺体の付く位置，形

を調べた．葉は葉形，葉脈，葉質を調べた．葉形，

葉質は標本を目視し比較した．葉脈は側脈が中肋

から出る内角を測定した．また樹皮と葉の観察も

行った．

　観察結果

南さつま市万世佐方

雌花序（図 1）は長さ 1～ 1.5 cm，35個ほどの

小花があり，小花は苞腋に生じ，雌しべ・腺体が

みられた．苞（図 2）は楕円形，白毛で覆われ雌

しべより短かった．雌しべ（図 3）は長さ 3 mm

ほど，子房は白毛で覆われ，柱頭は二又に分かれ

ていた．腺体は長さ 0.5 mmほど，楕円状円頭形

で向軸側に 1個みられた．雄花序（図 4）の小花

は 2個の雄しべ（図 5）があり，葯の色は紅色で

あった．
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図 6．標本；雌株（佐方）．K. Maruno, s.n.

図 1．雌花序（佐方）．

図 4．雄花序（佐方）．

図 3．雌しべ（佐方）．

図 5．雄しべ（佐方）．

図 2．腺体と苞（佐方）．A：腹腺体．B：子房痕．C：苞．
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葉（図 6）は狭楕円形，裏が白く，最も広い部

分が中部にある型，最も広い部分が基部にある型

がみられたが，最も広い部分が中部にある型が多

かった．徒長した枝に付く葉は大きく，最も広い

部分が基部にある型が多くみられた．側脈（図 7）

は 45度前後で出る葉もみられたが，50～ 60度

が多かった．

祁答院町藺牟田池

雌花序を分解し小花（図 8）を観察した．雌し

べのつくりは，南さつま市万世佐方産と変わりは

なかった．葉形，側脈の様子も南さつま市万世佐

方産と変わりはなかった．しかし 2008年 7月 12

日に採集した標本の葉が褐色を帯び，葉質が厚く，

葉形が狭い披針形の個体がみられた．また，側脈

の出る角度が大きく，葉脈の形も乱れていた．

　考察

オオタチヤナギの特徴は，葉形は狭楕円形，中

部が幅広く（吉山，2000），側脈の出る角度は 50

～ 60度（長谷川，1988），花は雄株，雌株とも知

られ，子房に柄がなく，腹腺体が 1個稀に 2個（木

村，1989）としている．

南さつま市万世佐方のヤナギ類の葉形は狭楕

円形，葉脈は 50～ 60度，腺体は腹腺体が 1個と

形質が一致している．

ヤナギ類の種子の寿命は 1週間くらいで，水

面に落ちるとすぐ発芽する（吉山，2000）．南さ

つま市万世佐方は休耕田が湿地化して，その間に

図 7．葉脈（佐方）．

図 9．腺体と苞（藺牟田池）．A：腹腺体．B：子房痕．C：苞．

図 8．小花（藺牟田池）．雌しべと苞（外側）．

図 11．ジャヤナギ．図 10の拡大図．

図 10．ジャヤナギ．鹿児島大学総合研究博物館所蔵（No. 
47631）．牧野標本室．
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オオタチヤナギの種子が入り込み，この 10年く

らいに群落をつくったことが考えられる．これら

のことか南さつま市万世佐方産のヤナギ類はオオ

タチヤナギと判断した．

藺牟田池産のヤナギ類は腺体が 1個みられ，側

脈が 50～ 60度で出て大きく曲がり葉縁に達する

こと等からは南さつま市万世佐方産と同種と判断

した．雄株がみられなかったのは観察時期が 4月

30日と遅く，雄花は落下したと推定した．

鹿児島大学総合研究博物館標本室に藺牟田池

産の花のない標本が 2枚あり，ナンゴクジャヤナ

ギ S. hondoensis Koidzumiと同定してある．1枚の

標本（図 12）には Sept. 1, 1960 S. Hatusima & S. 

Sako No. 25232，ジャヤナギ？とあり，初島は再

検討しナンゴクジャヤナギとした．一方，1986 

押川 s.n.は，異質な葉の標本が同一の台紙に 2枚

貼ってある．この 2枚の標本（S. Hatusima & S. 

Sako No. 25232と押川 s.n.）の葉形，葉質，葉脈（図

13）について検討した結果，オオタチヤナギと判

断した．

初島（1986）はナンゴクジャヤナギを新称と

したが，初島（2004）では載せておらず，まだ正

式に発表されていない．
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図 12．標本（藺牟田池）．鹿児島大学総合研究博物館所蔵（S. 
Hatusima & S. Sako, No. 25232）．

図 13．葉脈．図 12の拡大図．


